
































































の定常負荷までの立ち上げ期間のデータは省略している。定常時のCODCr容積負荷は 7～ 17 kg/m3 ･ d（メタノー








加する傾向であった。その後，運転停止を繰り返す中で Methanomethylovorans spp.は減少し，Methanobacterium 
spp.が増加した。その後もグラニュールを構成する古細菌の菌叢は大きく変化している。なお，メタノールを直
接資化できる Methanomethylovorans spp.はフロック性のためグラニュールとして維持しづらいと考えられている
が，条件によってはグラニュールを構成する主たる菌になり得るという結果が示された。
5．まとめ
5年以上に渡る長期間，クラフトパルプの臭気排水を対象とした EGSB実設備の安定運転が実証された。本設
備では max.133,000MJ/dものメタンガス由来のエネルギーが回収されており，単なる排水処理設備ではなく，エ
ネルギー生産設備としても働いている。今後も UASB/EGSB嫌気性排水処理システムの適用範囲を広げ，排水処
理設備の省エネ＋創エネ化を図っていきたい。
